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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)連結経営成績に関する定性的情報 

紙パルプ業界では、広告媒体の多様化や社会構造の変化に伴う書籍・新聞・チラシ等における紙需要の減衰、加

えて各企業間の熾烈な競争激化による市況の軟化が拡大し、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況下、当社グループは将来に亘る生き残りを賭け、①生産品種の構造転換、②包装用紙生産と製袋

事業の発展強化、③エネルギー事業への参入、④コストダウン、⑤パルプ高度利用化計画、を五本の柱とする中長

期成長戦略プラン「ネクストステージ50」を策定し、収益構造の磐石化を企図し全社一丸となって邁進しておりま

す。 

当第２四半期連結累計期間の事業経過につきましては、販売価格の落ち込みが続く中、円高進行に伴う原燃料価

格の低減や各工場におけるコスト削減及び木質バイオマス燃料発電設備の安定操業などにより収益力の向上に努め

てまいりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は下記のとおりとなりました。 

連結売上高             45,919 百万円 （前年同四半期比  4.7％減） 

連結営業利益             1,004 百万円 （前年同四半期比 170.2％増） 

連結経常利益              822 百万円 （前年同四半期比 161.7％増） 

親会社株主に帰属する四半期純利益   1,247 百万円 （前年同四半期比 625.7％増） 

（紙・パルプ製造事業） 

◎ 新聞用紙 

新聞用紙の販売につきましては、撤退メーカーからの振り替え需要や、先の熊本地震による他メーカーからの

一時的な代替需要により数量・金額とも前年を上回りました。新聞各社の発行部数は徐々に下げ止まり傾向にあ

るものの頁数の減少は広告減が影響し歯止めがかからない状況が続いております。 

◎ 印刷用紙 

印刷用紙の販売につきましては、価格修正の反動により荷動きが低迷した前年比では数量・金額ともに上回り 

ました。 

◎ 包装用紙 

包装用紙の販売につきましては、輸出に注力し、数量・金額とも前年を上回りました。 

◎ 特殊紙・板紙及び加工品等 

 特殊紙・板紙及び加工品等の販売につきましては、懸命な販売努力にも拘らず、加工業者の在庫調整による影

響や、旺盛であったインバウンド需要に陰りが見えて、数量・金額ともに前年並みとなりました。 

◎ パルプ 

パルプの販売につきましては、円高の進行に伴う大幅な輸出環境の悪化により前年より大幅に数量・金額とも

に下回りました。 

これらにより、当事業の業績は下記のとおりとなりました。 

連結売上高     40,413 百万円  （前年同四半期比 2.8％減） 

連結営業損失       62 百万円    （前年同四半期は 200 百万円の連結営業損失） 

（紙加工品製造事業） 

紙加工品製造事業は、当社連結子会社であった中越パッケージ株式会社が製袋事業持株会社の傘下子会社にな

り、持分法適用会社となったことにより減収減益となりました。

これらにより、当事業の業績は下記のとおりとなりました。 

連結売上高      2,425 百万円  （前年同四半期比  62.1％減）   

連結営業利益       27 百万円  （前年同四半期比  70.8％減） 
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（発電事業） 

発電事業につきましては、川内工場の木質バイオマス燃料発電設備が平成 27 年 11 月に営業運転を開始したこ

とにより増収増益となりました。 

これらにより、当事業の業績は下記のとおりとなりました。 

連結売上高      3,295 百万円  （前年同四半期比 312.1％増） 

連結営業利益      808 百万円  （前年同四半期比 198.5％増） 

（その他） 

建設事業につきましては設備投資の減少により減収となりましたが、紙断裁選別包装・運送事業につきまして

は工場の操業度アップによる生産・出荷増の影響により増益となりました。

これらにより、当事業の業績は下記のとおりとなりました。 

連結売上高     7,622 百万円  （前年同四半期比  15.1％減） 

連結営業利益      191 百万円  （前年同四半期比   9.0％増） 

(２)連結財政状態に関する定性的情報  

（総資産） 

現金及び預金が 494 百万円、受取手形及び売掛金が 3,130 百万円減少したことなどにより、流動資産は前連結会

計年度末に比べて 7.7％減少し、44,560 百万円となりました。また、製袋事業持株会社の傘下子会社を持分法適用

会社としたことなどにより、投資有価証券は 2,622 百万円増加しましたが、減価償却などにより有形固定資産が

3,833 百万円減少したことなどにより、固定資産は 0.4％減少し、84,167 百万円となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて 3.1％減少し、128,727 百万円となりました。 

（負債） 

支払手形及び買掛金が 3,020百万円減少したことなどにより流動負債は前連結会計年度末に比べて6.9％減少し、

44,923 百万円となりました。また、長期借入金が 1,007 百万円減少したことなどにより固定負債は 5.7％減少し、

29,500 百万円となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて 6.4％減少し、74,424 百万円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 2.0％増加し、54,303 百万円となりました。これは親会社株主に帰属

する四半期純利益 1,247 百万円、剰余金の配当 333 百万円による減少などにより利益剰余金が 1,037 百万円増加し

たことなどによります。また、自己資本比率は、前連結会計年度末とくらべて 2.1 ポイント増加し、42.2％となり

ました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 5,580 百万円（前第２四半期連結累計期間比 2,347 百万円の増加）となりました。 

  これは主として、税金等調整前四半期純利益 1,461 百万円、減価償却費 4,528 百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は 4,495 百万円（前第２四半期連結累計期間比 1,928 百万円の減少）となりました。 

 これは主として、有形固定資産の取得による支出3,412百万円、長期貸付による支出1,058百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 1,561 百万円（前第２四半期連結累計期間は 2,964 百万円の収入）となりました。 

これは主として、長期借入金の返済による支出 3,602 百万円、配当金の支払額 332 百万円による支出と、長期借入

による収入 2,400 百万円によるものです。  
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 (３)連結業績予想に関する定性的情報 

平成 28年５月 12日付けにて発表しました業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日発表の別紙「平

成 29年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項 

(１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。 

(４)追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期

連結会計期間から適用しております。 
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(４)継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

(５)セグメント情報 

〔セグメント情報〕 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 27年４月１日 至 平成 27年９月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

紙･パルプ 

製造事業 

紙加工品 

製造事業 
発電事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 39,214 6,174 799 46,188 1,972 48,161 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
2,352 219 ― 2,571 7,010 9,581 

計 41,566 6,394 799 48,760 8,982 57,743 

セグメント利益 

     又は損失（△） 
△200 93 270 163 175 339 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、設備設計施工・修理

事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主 

な内容(差異調整に関する事項) 

(単位：百万円)
         利益又は損失（△）                   金額 

報告セグメント計                    163 

「その他」の区分の利益                      175 

セグメント間取引消去                                      51 

固定資産の調整額                                     △18 

その他の調整額                        △0 

四半期連結損益計算書の営業利益                       371 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28年９月 30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

紙･パルプ 

製造事業 

紙加工品 

製造事業 
発電事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 38,566 2,425 3,295 44,287 1,632 45,919 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,847 0 ― 1,847 5,990 7,838 

計 40,413 2,425 3,295 46,135 7,622 53,757 

セグメント利益 

     又は損失（△） 
△62 27 808 773 191 964 

     (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、設備設計施工・修理 

事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。 

     ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主 

な内容(差異調整に関する事項) 

(単位：百万円)
        利益又は損失（△）                   金額 

報告セグメント計                   773 

「その他」の区分の利益                      191 

セグメント間取引消去                                      40 

固定資産の調整額                                        3 

その他の調整額                          △3 

四半期連結損益計算書の営業利益                      1,004 

 (６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

 (７)重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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